
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

に対して 機械的結合部 気的接続部とによって直接装着方式で着
脱自在に装着可能 ッテリー

ことを特徴とする 。
【請求項２】
上記

ことを特徴とする請求項１に記載の 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、ＶＴＲ一体型ビデオカメラ に適用するの
に最適な に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、ＶＴＲ一体型ビデオカメラの電源として、通常大小２種類のバッテリーパック
が使用されている。そして、この種バッテリーパックとして最も一般的なものに、外形寸
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撮像装置 テーパー状の と電
なバ の上記電気的接続部に着脱自在に接続される第１の接続端

子と、
他の電子機器の電源コネクターに着脱自在に接続される第２の接続端子とを有する

電源ケーブル

電気的接続部に着脱自在に接続された第１の接続端子を上記バッテリーに係止する係
止具を、上記第１の接続端子に設けた

電源ケーブル

等に着脱自在に装着されるバッテリー
電源ケーブル



法が小さく、エネルギー密度が高いリチュームイオンバッテリー（ Lithium － ion 　 Batt
ery ）を用いた小型バッテリーパックと、外形寸法が大きく、エネルギー密度が低いニッ
カドバッテリー（ Nicd　 Battery ）を用いた大型バッテリーパックとがある。
【０００３】
そして、小型バッテリーパックに関しては、電源ケーブルを使用することなく、特定のビ
デオカメラに対して機械的結合部と電気的接続部とによって直接装着方式（ダイレクトジ
ョイント方式）で着脱自在に装着する方式が既に発明されている。
【０００４】
また、従来から、大型バッテリーパックは、他のビデオカメラに設けられたバッテリーケ
ースやバッテリー挿入穴等のバッテリー挿入部内に挿入し、その第２のバッテリーパック
から引き出されたピッグテール方式の電源ケーブルの先端の電源プラグをバッテリー挿入
部内に設けられている電源コネクターに接続して使用している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従って、小型バッテリーパックは、特定のビデオカメラ専用に開発されたものであり、大
型バッテリーパック対応の他のビデオカメラの電源コネクターに合う電源ケーブルを有し
ておらず の小型バッテリーパックを他のビデオカメラのバッテリーケー のバッテ
リー挿入部内に挿入し
【０００６】
このために従来は、大型バッテリーパックと同容量で、外形寸法が小さく、エネルギー密
度の高い小型バッテリーパックを、大型バッテリーパック対応の他のビデオカメラには使
用することが全くできないと言う問題があった。
【０００７】
本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであって、特定の電子機器用に開発
された小型バッテリーパックを、大型バッテリーパック対応の他の電子機器にも使用でき
るように を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するための本発明の 装置は、 に対して

機械的結合部 気的接続部とによって直接装着方式で着脱自在に装着可能 ッテリ
ー

ものである

【０００９】
【作用】
上記のように構成された本発明の は、 に対して 機械的
結合部 気的接続部とによって直接装着方式で着脱自在に装着可能 ッテリー

することができる。
【００１０】
【実施例】
以下、本発明をＶＴＲ一体型ビデオカメラに適用したバッテリー装置

一実施例を図を参照して説明する。
【００１１】
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、こ ス等
て使用することができなかった。

するための電源ケーブル

電源ケーブル 撮像装置 テーパー状
の と電 なバ

の上記電気的接続部に着脱自在に接続される第１の接続端子と、他の電子機器の電源コ
ネクターに着脱自在に接続される第２の接続端子とを有する
この際、上記電気的接続部に着脱自在に接続された第１の接続端子を上記バッテリーに係
止する係止具を、上記第１の接続端子に設けるのが好ましい。

電源ケーブル 撮像装置 テーパー状の
と電 なバ の上記

電気的接続部に着脱自在に接続される第１の接続端子と、他の電子機器の電源コネクター
に着脱自在に接続される第２の接続端子とを有しているので、例えば、小型バッテリーを
大型バッテリーがテーパー状の機械的結合部と電気的接続部とによって直接装着方式で着
脱自在に装着される他のビデオカメラのバッテリーケース等のバッテリー挿入部内に挿入
して、この電源ケーブルの第１の電気的接続部を小型バッテリーの第１の電気的接続部に
接続すると共に、第２の電気的接続部を他のビデオカメラの電源コネクターに接続すれば
、この小型バッテリーを他のビデオカメラにも共用

に使用するのに最適
な電源ケーブルの



［小型バッテリーパックを用いる特定のビデオカメラの説明］
まず、図５によって、 小型バッテリーパックを用いる特定の電子機
器の一例であ るＶＴＲ一体型ビデオカメラ（以下、単に特定のビデオカ
メラと記載する）の全体を説明する。
【００１２】
この特定のビデオカメラ１は、ビデオカメラ本体２を備え、このビデオカメラ本体２内の
前部側と後部側には撮像装置とカセット式ＶＴＲ（何れも図示せず）が内蔵されている。
そして、ビデオカメラ本体２の前側の垂直な側面である前面２ａで撮像装置の光軸上にズ
ームレンズ等のレンズ３がレンズマウント４によって交換可能に取り付けられている。そ
して、ビデオカメラ本体２の上面２ｂ上に把手５がねじ止めされていて、ビデオカメラ本
体２の下面２ｃにはほぼアーチ状に弯曲されたショルダーパッド６がねじ止めされている
。
【００１３】
そして、ビデオカメラ本体２の後側の垂直な側面である後面２ｄには小型バッテリーパッ
ク１１やカメラアダプター等の各種のカメラ付属品を直接装着方式（ダイレクトジョイン
ト方式）で着脱自在に垂直に取り付けるための取付機構７が備えられている。
【００１４】
［小型バッテリーパックと取付機構の説明］
次に、図５～図８によって、小型バッテリーパック１１と、その取付機構７を説明する。
【００１５】
［小型バッテリーパックの説明］
この小型バッテリーパック１１は、リチュームイオンバッテリー（ Lithium － ion 　 Batt
ery ）を用いたほぼ扁平な直方体形状に構成されている。そして、この小型バッテリーパ
ック１１は、後述する 大型バッテリーパック３１に比べて、外形寸
法が小さく、エネルギー密度の高いバッテリーに構成されている。そして、この小型バッ
テリーパック１１は電源ケーブルを使用しない（電源ケーブル・レス）バッテリーである
。
【００１６】
［取付機構の説明］
この取付機構７は、小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２に機械的に着脱可能
に結合するためのロック機構１２付の 機械的結合部である凹凸嵌合部１３と
、小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２に電気的に着脱可能に接続するための
電気的接続部である電源接続用のコネクター１４とを備えている。
【００１７】
そして、凹凸嵌合部１３は、ビデオカメラ本体２の後面２ｄの上下、左右のほぼ中央部に
垂直状にねじ止めされた凹側部材１３１と、小型バッテリーパック１１の垂直な前面１１
ａの上下、左右のほぼ中央部に一体成形等にて形成された凸側部材１３２とによって構成
されている。なお、この凸側部材１３２は前面１１ａに形成された凹所１３３内の上側の
中央部に形成されている。
【００１８】
そして、凹側部材１３１があり溝１３４に形成され、凸側部材１３２があり１３５に形成
されている。そして、これらあり溝１３４及びあり１３５の左右両側面が下方である矢印
ａ方向に向って先すぼまり状で、かつ、左右対称状となるテーパー状ガイド１３６、１３
７に形成されている。
【００１９】
そして、ロック機構１２は、凹側部材１３１に取り付けられて、凸側部材１３２の一方の
側面に形成されたロック用凹部１２１に係合されるロック爪１２２と、そのロック爪１２
２のロック解除用レバー１２３と、ロック爪１２２をロック用凹部１２１に係合付勢する
ロックバネ（図示せず）とによって構成されている。
【００２０】
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小型バッテリーである
って撮像装置であ

大型バッテリーである

テーパー状の



そして、コネクター１４は、ビデオカメラ本体２の後面２ｄで凹側部材１３１の真下位置
に上向きで垂直状にねじ止めされた垂直な複数のコネクターピン１４１を有する雄側部材
１４２と、バッテリーパック１１の前面１１ａで凸側部材１３２の真下位置に一体成形等
にて下向きに形成された垂直な複数のピン差込穴１４３を有する雌側部材１４４とによっ
て構成されている。なお、これらピン差込穴１４３のうち左右両端の一対のピン差込穴が
＋、－の電源端子１４３ａ、１４３ｂに構成されている。また、雄側部材１４２にはスラ
イドシャッター１４５が設けられている。そして、小型バッテリーパック１１の前面１１
ａの下端で、雌側部材１４４の周囲には上向きのほぼコ字状の切欠き１５０が形成されて
いる。
【００２１】
なお、ビデオカメラ本体２の後面２ｄの下端側には左右一対の垂直なガイド突起１４６が
形成されていて、バッテリーパック１１の前面１１ａにはその下端から上方に向って切り
込まれた左右一対の垂直なガイド溝１４７が形成されている。また、コネクター１４の雄
側部材１４２の左右両側縁に横向きの左右一対の垂直なガイド突起１４８が後面２ｄと平
行状形成されていて、雌側部材１４４の左右両側には横方向から相対向された左右一対の
垂直なガイド溝１４９が形成されている。
【００２２】
［小型バッテリーパックの取り付け操作］
小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２の後面２ｄに取り付ける際には、図７に
１点鎖線で示すように、カメラマンが右手の親指と他の４本の指（人差し指、中指、薬指
、小指）で小型バッテリーパック１１の左右両側面１１ｂ、１１ｃの上下方向のほぼ中央
を両側からつまんで、小型バッテリーパック１１の前面１１ａの凹所１３３の下端側を凹
側部材１３１の外周に大まかに挿入させるようにして、図５に１点鎖線で示すように、前
面１１ａを後面２ａに矢印ｃ方向から平行状に当接させる。
【００２３】
次に、小型バッテリーパック１１を図５及び図７に１点鎖線で示す位置から実線で示す位
置まで後面２ｄに沿って下方である矢印ａ方向に平行に引き下げる。
【００２４】
すると、図２及び図７に実線で示すように、左右一対のテーパー状ガイド１３６、１３７
によって凸側部材１３２が凹側部材１３１内に矢印ａ方向に自動的に誘導されて、あり１
３５があり溝１３４内に自動的に嵌合される。
【００２５】
この際、テーパー状ガイド１３６、１３７によってコネクター１４のセンターリングが自
動的に行われて、コネクター１４の複数のピン差込穴１４３が複数のコネクターピン１４
１に矢印ａ方向からスムーズに差し込まれる。
【００２６】
なおこの際、左右一対のガイド溝１４７、１４９が左右一対のガイド突起１４６、１４８
に矢印ａ方向から挿入される。
【００２７】
そして、あり溝１３４内にあり１３５が完全に嵌合された時に、図７及び図３に示すよう
に、凸側部材１３２のロック用凹部１２１内に矢印ｂ方向からロック用バネによって自動
的に係合されて、小型バッテリーパック１１がビデオカメラ本体２に自動的にロックされ
る。
【００２８】
従って、この小型バッテリーパック１１の取付機構８によれば、小型バッテリーパック１
１をバッテリーケース内に入れることなく、また、電源ケーブルを使用することなく、ビ
デオカメラ本体２の後面２ｄに直接装着方式（ダイレクトジョイント方式）によって着脱
自在に装着することができる。
【００２９】
しかも、この小型バッテリーパック１１の取り付け時には、小型バッテリーパック１１の
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凹所１３３を凹側部材１３１の外周に矢印ｃ方向から大まかに挿入した後、小型バッテリ
ーパック１１を矢印ａ方向に移動するだけのワンタッチ操作を行うだけで、凹凸嵌合部１
３によって小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２に機械的に容易に結合できる
と同時に、コネクター１４によって小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２に電
気的にも容易に接続することができて、バッテリーパック１１の電源をビデオカメラ本体
２に自動的に供給することができる。
【００３０】
従って、小型バッテリーパック１１のビデオカメラ本体２の後面２ｄへの取り付けを非常
に簡単、かつ、容易に行える。
【００３１】
そして、凹凸嵌合部１３の左右一対のテーパー状ガイド１３６、１３７でコネクター１４
のセンターリングを自動的に行うことができるので、コネクター１４の複数のピン差込穴
１４３を複数のコネクターピン１４１に誤操作なく、しかも、スムーズに差し込むことが
できる。
【００３２】
そして、凹凸嵌合部１３のあり溝１３４に対するあり１３５の嵌合方向及びコネクター１
４の複数のコネクターピン１４１に対する複数のピン差込穴１４３の差し込み方向が上方
から下方である矢印ａ方向であるから、これらの嵌合及び差し込みを小型バッテリーパッ
ク１１の自重を利用して確実に行える。
【００３３】
従って、バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２に対して機械的に頑丈に結合できる
と共に、電気的にも信頼性の高い接続を行えて、振動等による悪影響を未然に防止するこ
とができる。
【００３４】
また、小型バッテリーパック１１の自重を利用して、あり溝１３４の左右一対のテーパー
状ガイド１３６にあり１３５の左右一対のテーパー状ガイド１３７をクサビ作用によって
強固に密着させることができることから、小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体
２にガタつきの皆無な状態に安定良く結合することができる。
【００３５】
［小型バッテリーパックの取り外し操作］
小型バッテリーパック１１をビデオカメラ本体２の後面２ｄから取り外す際は、まず、カ
メラマンがバッテリーパック１１のバッテリーパック１１の左右両側面１１ｂ、１１ｃの
上下方向のほぼ中央を右手の親指と、他の４本の指（人差し指、中指、薬指、小指）で両
側からつまむようにして、親指をロック解除用レバー１２３のつまみ１２３ａ上に載せて
、親指でロック解除用レバー１２３を矢印ｂ′方向に押す。この際、バッテリーパック１
１の前面１１ａと一方の側面１１ｂとの端縁部分にはロック解除レバー１２３のつまみ１
２３ａに対応された切欠き１５１が形成されているので、親指でロック解除レバー１２３
のつまみ１２３ａをその切欠き１５１内に押し込むようにして、ロック解除レバー１２３
を矢印ｂ方向にスムーズに押し込むことができる。
【００３６】
すると、ロック解除用レバー１２３によってロック爪１２２がロック用バネに抗して凸側
部材１３２のロック用凹部１２１から矢印ｂ′方向に外されて、小型バッテリーパック１
１のロックが解除され、そのまま親指で小型バッテリーパック１１の左側の側面１１ｂを
つかむことができる。
【００３７】
そこで、この後、バッテリーパック１１を後面２ｄに沿って上方である矢印ａ′方向に引
き上げれば、図５及び図７に１点鎖線で示すように、凹凸嵌合部１３のあり溝１３４内か
ら矢印ａ′方向に抜き取られると同時に、コネクター１４の複数のピン差込穴１４３が複
数のコネクターピン１４１から矢印ａ′方向に抜き取られる。
【００３８】
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なおこの時、左右一対のガイド突起１４６とガイド溝１４７によって、小型バッテリーパ
ック１１のこじれを防止して、小型バッテリーパック１１を矢印ａ′方向にスムーズに引
き上げることができる。
【００３９】
従って、この後は、小型バッテリーパック１１を図５で矢印ｃ方向に簡単に取り外すこと
ができ、この小型バッテリーパック１１の取り外し操作も、前述した取り付け操作と同様
に簡単、かつ、容易に行える。
【００４０】
なお、この特定のビデオカメラ１の取付機構７は、小型バッテリーパック１１以外にも、
カメラアダプターやその他の各種のカメラ付属品を同様の直接装着方式によって交換可能
に取り付けることができるように構成されている。
【００４１】
［大型バッテリーパックを用いる他のビデオカメラの説明］
次に、図９によって、大型バッテリーパックを用いる他の電子機器の一例であるＶＴＲ一
体型ビデオカメラ（以下、単に他のビデオカメラと記載する）の全体を説明する。
【００４２】
この他のビデオカメラ２１は、図５に示した特定のビデオカメラ１と同様に、ビデオカメ
ラ本体２２の前面２２ａにズームレンズ等のレンズ３がレンズマウント４によって交換可
能に取り付けられ、上面２２ｂに把手５が取り付けられ、下面２２ｃにショルダーパッド
６が取り付けられている。
【００４３】
そして、ビデオカメラ本体２２の後面２２ｄには、バッテリー挿入部であるバッテリーケ
ース２３が垂直にねじ止めされていて、このバッテリーケース２３内に大型バッテリーパ
ック３１を着脱自在に挿入して収納できるように構成されている。
【００４４】
［バッテリーケースと大型バッテリーパックの説明］
次に、図９～図１２によって、バッテリーケース２３と、大型バッテリーパック３１を説
明する。
【００４５】
［バッテリーケースの説明］
このバッテリーケース２３はケース本体２４と、ケース蓋体２５とによってほぼ扁平な箱
型に構成されている。そして、ケース本体２４の底部２４ａにケース蓋体２５の底部２５
ａがヒンジ２６によって矢印ｅ、ｅ′方向に回転自在に取り付けられていて、このケース
蓋体２５によってケース本体２４の一側面に開口されたバッテリー挿入口２７を開閉でき
るように構成されている。なお、ケース本体２４の上部２４ｂとケース蓋体２５の上部２
５ｂとの間には、エビ金具等を用いてケース蓋体２５を閉蓋状態にロックするロック機構
２８が取り付けられている。
【００４６】
そして、このバッテリーケース２３のケース本体２４の内部の最上位置には、電源コネク
ター２９がバッテリー挿入口２７に面するように横向きの水平状態に内蔵されている。
【００４７】
［大型バッテリーパックの説明］
この大型バッテリーパック３１は、ニッカドバッテリー（ Nicd　 Battery ）を用いたほぼ
扁平な直方体形状に構成されている。そして、この大型バッテリーパック３１は、前述し
た小型バッテリーパック１１に比べて外形寸法が大きく、エネルギー密度が低いバッテリ
ーである。
【００４８】
そして、この大型バッテリーパック３１の上面３１からピッグテール方式の電源ケーブル
３２が引き出されていて、その電源ケーブル３２の先端には電源プラグ３３が取り付けら
れている。
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【００４９】
［大型バッテリーパックの収納動作］
大型バッテリーパック３１をバッテリーケース２３内に挿入して収納する際には、図１０
及び図１１に示すように、まず電源ケーブル３２の先端の電源プラグ３３をケース本体２
４内に電源コネクター２９に差し込んで接続する。
【００５０】
そして、大型バッテリーパック３１を垂直姿勢にして、バッテリー挿入口２７からケース
本体２４内に矢印ｆ方向に垂直に挿入する。そして、ケース蓋体２５を矢印ｅ方向に回転
して垂直に引き起し、このケース蓋体２５でケース本体２４のバッテリー挿入口２７を閉
蓋した後、ロック機構２８によってロックするようにしたものである。
【００５１】
なお、図１３は他のビデオカメラ２１等における大型バッテリーパック３１の収納方法の
別の例を示したものである。
【００５２】
即ち、この場合は、ビデオカメラ本体２２の後面２２ｄにバッテリー挿入部であるバッテ
リー挿入穴４３を垂直状に形成し、そのバッテリー挿入穴４３の下面に下向きに開口され
たバッテリー挿入口４４を設け、それを開閉する矢印ｇ、ｇ′方向に水平スライド方式の
開閉蓋４５を設けたものである。
【００５３】
そして、バッテリー挿入口４４の内部の下端に電源コネクター２９を内蔵したものである
。
【００５４】
従って、この場合は、図１３の（Ａ）に示すように、大型バッテリーパック３１を上下逆
向きにして、バッテリー挿入口４４からバッテリー挿入穴４３内に上向けである矢印ｈ方
向に垂直に挿入して、図１３の（Ｂ）に示すように収納する。
【００５５】
そして、図１３の（Ｂ）に示すように、電源ケーブル３２の先端の電源プラグを電源コネ
クター２９に差し込んで接続した後、図１３の（Ｃ）に示すように、開閉蓋４５を矢印ｇ
方向にスライドしてバッテリー挿入口４４を閉蓋し、開閉蓋４５をロック機構（図示せず
）によってロックするようにしたものである。
【００５６】
ところで、以上説明した小型バッテリーパック１１は、大型バッテリーパック３１に比べ
て、同容量で、エネルギー密度が高い、メモリ効果がない等の特長がある。
【００５７】
そこで、本発明は電源ケーブル３２を使用しないで、直接装着方式によって特定のビデオ
カメラ１に着脱自在に装着できるようにした小型バッテリーパック１１を、電源ケーブル
３２によって電源コネクター２４に接続し、かつ、バッテリーケース２３やバッテリー挿
入穴４３内に挿入する大型バッテリーパック３１を使用するようにした他のビデオカメラ
２１にも対応させるようにする。そして、小型バッテリーパック１１の特長を活かしてこ
れらの他のビデオカメラ２１のバッテリーの使用時間の延長を図ることができるようにし
ようとするものである。
【００５８】
［小型バッテリーパックの変換ケーブル の説明］
そこで、図１～図４によって、小型バッテリーパック１１を他のビデオカメラ２１に対応
させるための変換ケーブル５１について説明する。
【００５９】
まず、この変換ケーブル５１は、合成樹脂によって成形したホルダー５２の前面５２ａに
左右一対の＋、－の電源コンタクトピン５３ａ、５３ｂを一体に植設している。そして、
これらの電源コンタクトピン５３ａ、５３ｂに接続されたピッグテール方式の電源ケーブ
ル５４をホルダー５２の背面５２ｂから所定長さに引き出している。そして、この電源ケ

10

20

30

40

50

(7) JP 3693110 B2 2005.9.7

（電源ケーブル）



ーブル５４の先端に、前述した他のビデオカメラ２１の電源コネクター２９に対応された
電源プラグ５５を接続したものである。

【００６０】
そして、小型バッテリーパック１１の前面１１ａの下端に形成されているほぼコ字状の切
欠き１５０の左右両側壁に左右一対の係止用凹み を左右対称状に形成している。そし
て、これらの係止用凹み 内に弾性に抗して係止される係止具である左右一対の弾性を
有する係止爪５７をホルダー５２の左右両側面５２ｃに左右対称状に一体成形している。
なお、これら左右一対の係止爪５７の左右両側端の下端には解除用の左右一対のつまみ部
５８が左右対称状に一体成形されている。
【００６１】
［変換ケーブル５１の小型バッテリーパックへの取り付け動作］
まず、図４に示すように、小型バッテリーパック１１の電気的接続部である電源接続用コ
ネクター１４の雌側部材１４４の周囲に形成されているほぼコ字状の切欠き１５０内に、
変換ケーブル５１のホルダー５２及び左右一対の係止爪５７を矢印ａ′方向から挿入する
ようにして、左右一対の電源コンタクトピン５３ａ、５３ｂを複数のピン差込穴１４３の
うちの左右一対の電源端子１４３ａ、１４３ｂに矢印ａ′方向から挿入して接続する。
【００６２】
すると、この時、左右一対の係止爪５７が左右一対の係止用凹み５６に弾性に抗して係合
されて、電源コンタクトピン５３ａ、４３ｂが電源端子１４３ａ、１４３ｂに接続された
状態で、小型バッテリーパック１１にロックされる。
【００６３】
そして、この接続状態で、ホルダー５２及び左右一対の係止爪５７は小型バッテリーパッ
ク１１の体積内にほぼ完全に収容される。
【００６４】
［バッテリーケース内への小型バッテリーパックの挿入動作］
次に、小型バッテリーパック１１を、図９～図１２に示した他のビデオカメラ２１のバッ
テリーケース２３内に挿入して収納する時には、図１及び図２に示すように、小型バッテ
リーパック１１を上下逆向きにして、バッテリー挿入口２７からケース本体２４内に矢印
ｆ方向に垂直に挿入し、変換ケーブル５１の電源ケーブル５４の先端の電源プラグ５５を
ケース本体２４内の電源コネクター２９に差し込んで接続する。
【００６５】
そして、ケース蓋体２５を矢印ｅ方向に回転して垂直に引き起し、このケース蓋体２５で
ケース本体２４のバッテリー挿入口２７を閉蓋した後、ロック機構２８によってロックす
る。
【００６６】
［バッテリーケース内での小型バッテリーパックのガタツキ防止］
但し、この際、バッテリーケース２３の内部容積は、大型バッテリーパック３１に対応さ
れた大きさに形成されていて、このバッテリーケース２３内に小型バッテリーパック１１
をそのまま挿入したのでは、小型バッテリーパック１１がバッテリーケース２３内で著し
いガタツキを発生し、全く安定しなくなる。
【００６７】
そこで、図１及び図２に示すように、小型バッテリーパック１１の側面１１ｃや上向きの
下面１１ｄ等（他の側面１１ｂや下向きの上面１１ｅ等であっても良い）に、１つ又は複
数のスペーサー５９を両面接着テープ６０等の剥離可能なテープ等によって着脱可能に予
め取り付けて、その小型バッテリーパック１１の見かけ上の体積を大型バッテリーパック
３１に対応する大きさに拡大する。
【００６８】
そして、図１に示すように、スペーサー５９を予め取り付けてある小型バッテリーパック
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つまり、電源ケーブル５４の一端に第１の電気的
接続部である電源コンタクトピン５３ａ、５３ｂが接続されていて、他端に第２の電気的
接続部である電源プラグ５５が接続されている。

５６
５６



１１をバッテリーケース２３のケース本体２４内に挿入してケース蓋体２５を閉蓋し、ロ
ック機構２８によってロックすれば、ケース蓋体２５や電源コネクター２９のホルダー２
９ａ等によって１つ又は複数のスペーサー５９を介して小型バッテリーパック１１がバッ
テリーケース２３内で押えつけられて、この小型バッテリーパック１１がガタツキの全く
ない状態に安定良く固定される。
【００６９】
なお、スペーサー５９としては、発泡ウレタン、フェルト、合成ゴム、紙、木片等の各種
の部材で形成することができるが、弾性を有するスペーサー５９が好ましい。また、両面
接着テープ６０を用いずに、スペーサー５９の側面に形成した凹溝を小型バッテリーパッ
ク１１の外周に嵌合させる等の機械的結合方式で小型バッテリーパック１１に取り付ける
ようにすることも可能である。
【００７０】
そして、以上のように、小型バッテリーパック１１に変換ケーブル５１を接続することに
より、図１３に示した他のビデオカメラ２１等のバッテリー挿入穴４３内にも同様の方法
で挿入して収納し、電源コネクター２９に接続することができる。
【００７１】
そして、以上のように、小型バッテリーパック１１を他のビデオカメラ２１にも使用して
、この小型バッテリーパック１１の特長（エネルギー密度が高い、メモリー効果がない等
）を活かして、他のビデオカメラ２１のバッテリーの使用時間の延長を容易に図ることが
できる。
【００７２】
なお、小型バッテリーパック１１を再び特定のビデオカメラ１に使用する時には、図４に
示すように、左右一対の係止爪５７のつまみ部５８を指先でつまんで、矢印ｈ方向に圧縮
すれば、一対の係止爪５７が一対の係止用凹み５６から矢印ｈ方向に外れる。
【００７３】
そこで、左右一対の一対のつまみ部５８をつまんだままホルダー５２と一体に矢印ａ方向
に引っ張れば、図３に示すように、左右一対の電源コネクトピン５３ａ、５３ｂを左右一
対の電源端子１４３ａ、１４３ｂから矢印ａ方向に抜き取るようにして、変換ケーブル５
１を小型バッテリーパック１１から簡単に取り外すことができる。
【００７４】
以上、本発明の一実施例に付き述べたが、本発明は上記の実施例に限定されることなく、
本発明の技術的思想に基づいて各種の変更が可能である。
【００７５】
また、本発明は上記の実施例に示したビデオカメラのバッテリー装置に限定されることな
く、バッテリーパックを用いる各種の電子機器のバッテリー装置に広範囲に適用可能であ
る。
【００７６】
【発明の効果】
以上のように構成された本発明のバッテリー装置は次のような効果を奏する。
【００７７】
請求項１は、 に対して 機械的結合部 気的接続部
とによって直接装着方式で着脱自在に装着可能 ッテリー

することができるようにしたので、従来の大型バッテリー しか
使用できなかった他の電子機器に対して、小型バッテリーの使用が可能となり、小型バッ
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電源ケーブルが撮像装置 テーパー状の と電
なバ の上記電気的接続部に着脱自

在に接続される第１の接続端子と、他の電子機器の電源コネクターに着脱自在に接続され
る第２の接続端子とを有していて、例えば、小型バッテリーを大型バッテリーがテーパー
状の機械的結合部と電気的接続部とによって直接装着方式で着脱自在に装着される他のビ
デオカメラのバッテリーケース等のバッテリー挿入部内に挿入して、この電源ケーブルの
第１の電気的接続部を小型バッテリーの第１の電気的接続部に接続すると共に、第２の電
気的接続部を他のビデオカメラの電源コネクターに接続すれば、この小型バッテリーを他
のビデオカメラにも共用 に



テリーの汎用性が拡大する。
【００７８】
請求項２は、

【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明をビデオカメラに適用したバッテリー装置の一実施例におけるバッテリ
ーケース内に小型バッテリーパックを挿入して使用する時の一部切欠き背面図である。
【図２】　図１のバッテリーケースのケース蓋体を開蓋した図面である。
【図３】　小型バッテリーパックの変換ケーブルを説明する斜視図である。
【図４】　小型バッテリーパックに変換ケーブルを接続した状態の斜視図である。
【図５】　小型バッテリーパックを直接装着方式によって取り付けて使用する特定のビデ
オカメラの側面図である。
【図６】　図５のビデオカメラへの小型バッテリーパックの取付機構を説明する斜視図で
ある。
【図７】　図５のＡ－Ａ矢視での断面背面図である。
【図８】　図８の（Ａ）は図７のＢ－Ｂ矢視での断面平面図であり、図８の（Ｂ）は図７
のＣ－Ｃ矢視での断面平面図である。
【図９】　大型バッテリーパックをバッテリーケース内に収納して使用する他のビデオカ
メラの側面図である。
【図１０】　図９のビデオカメラのバッテリーケース内に大型バッテリーパックを挿入し
て収納した状態を示す一部切欠き側面図である。
【図１１】　図１０のバッテリーケースの斜視図である。
【図１２】　図１１のバッテリーケースのケース蓋体を開蓋した斜視図である。
【図１３】　大型バッテリーパックをバッテリー挿入穴内に挿入して使用する他のビデオ
カメラの別の例を説明する斜視図である。
【符号の説明】
１は特定のビデオカメラ（ 特定の電子機器）、２はビデオカメラ本体、７
は直接装着方式の取付機構、１１は小型バッテリーパック 、１３は凹凸嵌
合部（テーパー状の機械的結合部）、１４は電源接続用コネクター（電気的接続部）、２
１は他のビデオカメラ（他の電子機器）、２２はビデオカメラ本体、２３はバッテリーケ
ース（バッテリー挿入部）、３１は大型バッテリーパック ３はバッテ
リー挿入穴（バッテリー挿入部）、５１は変換ケーブル、５２はホルダー、５３ａ、５３
ｂは電源コンタクトピン 、５４は電源ケーブル、５５は電源プラグ

、５６は係止用凹み、５７は係止爪（係止具）
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第１の電気的接続部に着脱自在に接続された第１の接続端子をバッテリーに
係止する係止具を設けたので、小型バッテリーを他のビデオカメラに装着して使用する際
に、電源ケーブルを係止部によって小型バッテリーに確実に係止させておくことができる
ので、使用中に電源ケーブルが小型バッテリーから外れにくく、信頼性が向上する。

撮像装置である
（バッテリー）

（バッテリー）、４

（第１の接続端子） （
第２の接続端子） である。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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